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秋田公立美術大学空調換気設備等保守点検および

灯油地下タンク清掃点検業務委託仕様書

１ 履行期間

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで

２ 履行場所

秋田公立美術大学（秋田市新屋大川町１２番３号）

３ 業務内容

(1) 空調換気設備保守管理

ア 空調機器類の切替および維持点検

ポンプ類 １０台 年２回（上期・下期）

エアハンドリングユニット １台 年２回（上期・下期）

水冷式パッケージ １台 年１回（上期）

冷却塔（冷温水発生機用） ２台 年２回（上期・下期）

冷却塔（水冷式パッケージ用） １台 年２回（上期・下期）

ファンコイルユニット １３３台 年１回（上期）

送風機 ２台 年１回（上期）

排風機 ４２台 年１回（上期）

有圧扇 ３台 年１回（上期）

天井扇 ９０台 年１回（上期）

ロスナイ １５台 年１回（上期）

外気加熱コイルユニット １台 年１回（下期）

イ 冷温水発生機（矢崎総業製）の維持点検 １台 年４回

（上期２回・下期２回）

外観点検、動力系統確認、真空度確認、電気機能点検、安全保護装置点検、

制御動作関係確認、運転データ採取、冷却水系水カバー開放点検および冷却

水系チューブブラッシング洗浄

ウ 冷温水発生機（パナソニック製）の維持点検 １台 年２回（上期２回）

外観点検、動力系統確認、真空度確認、電気機能点検、安全保護装置点検、

制御動作関係確認、運転データ採取、冷却水系水カバー開放点検および冷却

水系チューブブラッシング洗浄

エ 真空式温水機の維持点検 ２台 年１回（下期）

炉内、バーナー、油配管、ダンパ関係、ブロアファン、計器類、冷・暖切替、

フランジ弁操作盤関係、模擬動作テスト、絶縁測定、サーマル測定、連動要

素インターロックサーモスタット、温度コントローラー、燃焼ガス測定
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オ ペレットボイラー維持点検 １台 年２回（上期・下期）

外観点検、動力系統確認、燃焼室点検、バーナー廻り点検、安全保護装置点

検、制御動作関係確認、附属品外観点検、運転データ採取

カ 附属図書館地中熱利用ヒートポンプの切替 １台 年２回（上期・下期）

キ 冷暖房計装機器保守点検

・ＳＡＶＩＣ点検 年２回（上期・下期）

(ｱ) ＳＡＶＩＣ本体点検整備

(ｲ) ＤＧＰ（制御盤）点検

(ｳ) Ｓ/ＳＤ１Ａ１点検

・自動制御機器点検 年２回（上期・下期）

(ｱ) 油面計

(ｲ) モジュトロールモーター Ｍ９０４Ｆ

(ｳ) モジュトロールモーター ＭＹ６０４０Ａ

(ｴ) 室内形温度調整器 Ｔ６０６５Ａ

(ｵ) 挿入形温度調整器 Ｔ６７５Ａ

(ｶ) 排煙濃度計 Ｓ２０００

(ｷ) 白金測温抵抗体 ＴＹ７７００Ｂ

(ｸ) 電子式指示調節計 ＳＤＣ２００

(ｹ) トランス ＡＴ７２Ｊ１

ク 上記(1)ア～キに係る緊急故障対応

(2) 実習棟空調機器保守管理

ア 空調機器（全熱交換器）台数および設置場所

棟 型 式 台数 設 置 場 所

Ａ棟 ＬＧＨ－２５ＲＳ３ １ モデル制作室

ＬＧＨ－５０ＲＳ３ ２ 建築デザイン室

ＬＧＨ－１００ＲＳ３ ４ 建築デザイン室

素描室（３台）

Ｂ棟 ＬＧＨ－２５ＲＳ３ １ ガラス準備室

ＬＧＨ－３５ＲＳ３ ３ ガラス準備室

金工準備室

彫金実習室２

ＬＧＨ－５０ＲＳ３ ２ 木工塗装室

金工着色室

ＬＧＨ－６５ＲＳ３ ４ 石膏造形室

彫金実習室１（２台）

金工仕上室
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棟 型 式 台数 設 置 場 所

Ｂ棟 ＬＧＨ－８０ＲＳ３ ２ 鋳金実習室

金工機械室

Ｃ棟 ＬＧＨ－２５ＲＳ４ １ 木工実習室２

ＬＧＨ－３５ＲＳ４ １ 木工準備室

イ 空調機器（全熱交換器）点検内容

作業・点検内容 集中点検

送 風 機 軸受けの点検 ○

電動機の絶縁測定 ○

送風機の汚れ点検 ○

吸込・吹出口汚れ点検（ダクト） ○

ダンパーの動作確認 ○

電気系統 リレーの点検 ○

ヒューズの劣化点検 ○

サーミスタの点検 ○

基盤の劣化点検 ○

制御回路の絶縁確認 ○

配線の劣化点検 ○

そ の 他 リモコンの動作確認 ○

異音・振動の確認 ○

フィルターの汚れ点検 ○

エレメントの汚れ点検 ○

ドレンパンの汚れ点検 ○

ウ 空調機器（全熱交換器）点検実施要領および特記事項

(ｱ) 作業・点検内容欄の作業を実施すること。

(ｲ) 高所のため、ローリングタワー等が必要。

(ｳ) 点検月は別途協議する。

エ 空調機器（ＧＨＰエアコン）台数および設置場所

棟 型 式 台数 設 置 場 所

４号棟 Ｙ７ＺＣ－Ｇ １ 屋外

ＹＺＣＪ－１１２Ｋ １ 漆工芸室

ＹＺＣＪ－１４０Ｋ １ 造形室２

５号棟 ＹＮＺＰ４５０Ｆ１ＮＷ １ 屋外

ＹＺＦＶＰ４５０Ｂ １ 機械室（展示室系統）

ＹＮＺＰ５６０Ｆ１ＮＷ １ 屋外

ＹＺＡＰ７１ＫＣ ２ 収蔵庫

ＹＮＡＰ５６ＫＣ １ 収蔵庫



- 4 -

棟 型 式 台数 設 置 場 所

５号棟 ＹＺＦＶＰ３５５Ｂ １ 機械室（展示室系統）

５、６ Ｙ１０ＺＣ－ＧＮＷ １ 屋外

号棟 ＹＺＣＪ－４５Ｋ １ ５号棟事務室

ＦＸＹＬＪ７１Ｋ ２ ５号棟２階（会議室）

ＹＺＣＪ－４５Ｋ １ ６号棟（和室）

ＹＺＣＪ－３６Ｋ １ ６号棟（和室）

オ 空調機器（ＧＨＰエアコン）点検実施要領および特記事項

(ｱ) 点検月は冷房使用前とする。

(ｲ) 室内機エアフィルター清掃は、年１回実施すること。

(ｳ) 定期交換部品（オイル、クーラント液等）は別途とする。

カ 上記(2)ア～オに係る緊急故障対応

(3) 灯油地下タンク清掃点検

ア 対象設備

(ｱ) 灯油地下タンク（7,000リットル） １基 （年１回）

(ｲ) 灯油地下タンク（5,000リットル） １基 （年１回）

イ 業務内容

(ｱ) 消防法第１４条の３の２に基づき、地下タンクおよび地下埋設配管の定期

点検を行うこと。

(ｲ) 定期点検実施後、点検結果を報告書により提出すること。

(ｳ) 地下タンク内部のスラッジ除去および清掃を行うこと。

(ｴ) 実施時期については、別途協議する。

(4) 増築棟空調換気設備等保守管理

ア 空調機器の維持点検

ＧＨＰエアコン室外機 ３台 年１回

天井カセット形室内機 １２台 年１回

ＥＨＰエアコン室外機 ８台 年１回

ＥＨＰエアコン室内機 ８台 年１回

天井換気扇 １７台 年１回

有圧換気扇 ６台 年１回

排風機 ２台 年１回

パイプファン １台 年１回

ガスＦＦ暖房機 ６台 年１回

イ マンホールポンプユニットの維持点検

汚水漕 １台 年２回（上期・下期）
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汚水ポンプ ２台 年２回（上期・下期）

フロートスイッチ １台 年２回（上期・下期）

制御盤 １台 年２回

ウ スクリューエアコンプレッサーの維持点検

スクリューエアコンプレッサー ３台 年１回

空気タンク ３台 年１回

ラインフィルター ３台 年１回

ミクロミストフィルター ３台 年１回

ドレントラップ ３台 年１回

油水分離装置 ２台 年１回

エ 上記(4)ア～ウに係る緊急故障対応等

オ 空調機器（ＧＨＰエアコン）台数および設置場所

棟 型 式 台数 設 置 場 所

研究棟 ＹＧＣＰ５６０Ｊ－ＮＢ ２ １階室外機置場

ＹＺＣＰ１４０ＭＣ ８ ２階研究室

ＹＧＣＰ４５０Ｊ－ＮＢ １ １階屋外機置場

ＹＺＣＰ１１２ＭＣ ３ ３階研究室

ＹＺＣＰ１４０ＭＣ １ ３階研究室

ＬＦ－３０１Ｂ１ １ ２階廊下（集中リモコン）

ＬＴ３０１Ｂ１ １ ２階廊下（タイマー）

カ 空調機器（ＧＨＰエアコン）点検実施要領および特記事項

(ｱ) 点検月は冷房使用前とする。

(ｲ) 室内機エアフィルターの清掃は、年１回実施すること。

(ｳ) 定期交換部品（オイル・クーラント液等）は別途とする。

(ｴ) 緊急対応時、修理が発生する場合は別途精算する。

キ 空調機器（空冷ヒートポンプ式パッケージエアコン）台数および設置場所

棟 型 式 台数 設 置 場 所

ｻｰｸﾙ棟 ＰＬＺ－ＥＲＰ８０ＢＤ １ 学生共用室１

（室外機・室内機共）

ＰＣＺ－ＥＲＰ１１２ＫＤ ２ 作品保管庫

（室外機・室内機共）

ＰＬＺ－ＥＲＰ１６０ＢＤ ３ 学生共用室２

（室外機・室内機共）

創作工 ＰＫＺ－ＥＲＰ１１２ＫＤ ２ 演習室

房棟 （室外機・屋内機共）
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ク 空調機器（空冷ヒートポンプ式パッケージエアコン）点検実施要領および特

記事項

(ｱ) 点検月は冷房使用前とする。

(ｲ) 室内機エアフィルターの清掃は、年１回実施すること。

(ｳ) 緊急対応時、修理が発生する場合は別途精算する。

ケ 換気設備台数および設置場所

棟 型 式 台数 設 置 場 所

研究棟 ＶＰ－１８ＺＣ９ １２ 研究室

彫刻棟 ＥＦ－２５ＡＳＸＢ３ ４ 石彫・造形・木彫室

ＥＧ－４０ＣＳＸＢ３ １ コンプレッサー室

Ｖ－０８ＰＱＦＦ３ １ 木彫準備室

サーク ＥＦ－２５ＡＳＸＢ３ １ 作品保管庫

ル棟 ＢＦＳ－６５ＳＵＣ １ 男子・多目的トイレ

ＶＤ－２３ＺＢ９ １ 女子トイレ

ＶＤ－２３ＺＸ９－Ｃ １ 学生共用室１

ＶＤ－２３ＺＸ９－Ｃ ３ 学生共用室２

Ｖ－６０４ＫＣＱ６ １ 給湯室

創作工 ＪＦＶ－２００Ｓ３ １ 演習室１

房棟

コ 換気設備点検実施要領および特記事項

(ｱ) 年１回（上期に）維持点検を実施すること。（点検月は別途協議する）

(ｲ) 一部機器は高所のため、ローリングタワー等が必要になる。

(ｳ) 緊急対応時、修理が発生する場合は別途精算する。

サ ガスＦＦ暖房設備台数および設置場所

棟 型 式 台数 設 置 場 所

創作工 ＲＨＦ－１００４ＦＴ３ ２ 演習室１

房棟 ＲＨＦ－１００４ＦＴ３ ２ 演習室２

ＲＨＦ－１００４ＦＴ３ １ 資材室

ＲＨＦ－１００４ＦＴ３ １ 準備室

サーク ＲＨＦ－１００４ＦⅢ－２ １ 学生共用室１

ル棟 ＲＨＦ－１００４ＦⅢ－２ ６ 学生共用室２

シ ガスＦＦ暖房機点検実施要領および特記事項

(ｱ) 点検月は年１回シーズンオン時とする。

(ｲ) 点検項目

・設置状態（給排気筒接続、ガス接続）

・燃焼室周辺

・ガス通路

・電気特性
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・操作性

・安全装置

(ｳ) 分解掃除、故障修理および交換部品等は別途とする。

(ｴ) 緊急対応時、修理等が発生する場合は別途精算とする。

ス マンホールポンプユニット設備台数および設置場所

棟 型 式 台数 設 置 場 所

研究棟 ＴＡＺＳ２－１００Ｄ５０ １ 研究棟屋外（汚物漕）

ＷＵ０３－５０５－0.4Ｔ ２ 汚物漕内（汚水ポンプ）

ＥＨＦ５－４Ｓ形 １ 汚物漕内（フロートスイッチ）

ＥＣＤ２－Ｐ－０１Ｎ １ 準備室（制御盤）

セ マンホールポンプユニット点検実施要領および特記事項

(ｱ) 点検は６ヵ月に１回実施すること。

(ｲ) 汚水の汲み上げおよび水洗いは年１回行うこと。

(ｳ) 点検等で漕内に人が入る場合は、酸欠に注意し十分換気すること。

（漕内での作業は、酸素欠乏危険作業主任者に限る）

(ｴ) 緊急対応時、修理等が発生する場合は別途精算とする。

(ｵ) 点検確認項目は下記のとおり

点検確認事項 判 断 基 準

マンホール 亀裂等の損傷がないこと

漕内の配管 亀裂等の損傷がないこと

接続部の漏れがないこと

チャッキ弁 異常振動、異音がないこと

ケーブル、フロート 異物のからみ付きのないこと

漕本体 亀裂などの損傷がないこと

堆積物がないこと

着脱装置 ポンプが正常に着脱されていること

ポンプ本体 異音、電圧、電流および絶縁抵抗値に異常

がないこと

ソ スクリューエアコンプレッサー設備台数および設置場所

棟 型 式 台数 設 置 場 所

彫刻実 ＳＣＤ－１５０ＬＤ １ （エアコンプレッサー）

習棟 ＳＡＴ－４００Ｃ－１４０ １ （空気タンク）

ＬＳＦ４００ １ （ラインフィルター）

ＭＳＦ４００ １ （ミストフィルター）

ＵＰ１５５－１Ｅ－Ｈ １ （ドレントラップ）

ＰＳＤ１５－Ｈ １ （油水分離装置）

創作工 ＳＣＤ－１１０ＬＤ １ （エアコンプレッサー）

房棟 ＳＡＴ－４００Ｃ－１４０ １ （空気タンク）
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ＬＳＦ４００ １ （ラインフィルター）

ＭＳＦ４００ １ （ミストフィルター）

ＵＰ１５５－１Ｅ－Ｈ １ （ドレントラップ）

ＰＳＤ１５－Ｈ １ （油水分離装置）

実習棟 ＳＧ２３５ＡＤ－１５ １ （エアコンプレッサー）

ＳＡＴ－６００－１００ １ （空気タンク）

ＯＬＦ４００ １ (ラインフィルター）

ＯＭＦ４００ １ （ミストフィルター）

ＵＰ１５５Ａ－２ １ （ドレントラップ）

タ スクリューエアコンプレッサー点検実施要領および特記事項

(ｱ) 点検は年１回とし、点検月は別途協議する。

(ｲ) 点検は作動状況確認、定期交換部材の交換および運転調整を行うこと。

(ｳ) 交換部材は、吸込みフィルター、オイルセパレーターキット、ＬＲオイ

ル、オイルフィルターキットとするが、その他部材が必要となる場合は別

途精算する。

(ｴ) 緊急対応時、修理等が発生する場合は別途精算する。

(5) 大学院棟空調換気設備等保守管理

ア 空調機器の維持点検

ＧＨＰエアコン室外機 ６台 年１回

ＧＨＰエアコン室内機 ３６台 年１回

全熱交換機 ２０台 年１回

排風機 ６台 年１回

天井換気扇 ４台 年１回

イ 空調機器（ＧＨＰエアコン）台数および設置場所

棟 型 式 台数 設 置 場 所

大学院棟 ＹＮＺＰ３５５Ｋ１ＮＣＢ ５ １～３階各屋外階段

ＹＮＺＰ４５０Ｋ１ＮＣＢ １ ３階屋外階段

ＹＺＣＰ４５ＭＣ １８ １～３階各教室

ＹＺＣＰ９０ＭＣ ２ １～３階各教室

ＹＺＷＰ５６ＢＡ ６ １～３階各教室

ＹＺＷＰ７１ＢＡ ８ １～３階各教室

ＹＺＷＰ８０ＢＡ ２ １～３階各教室

ウ 空調機器（ＧＨＰエアコン）点検実施要領および特記事項

(ｱ) 点検月は冷房使用前とする。

(ｲ) 室内機エアフィルターの清掃は、年１回実施すること。

(ｳ) 定期交換部品（オイル・クーラント液等）は別途とする。

(ｴ) 緊急対応時、修理が発生する場合は別途精算する。
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エ 空調機器（全熱交換機）台数および設置場所

棟 型 式 台数 設 置 場 所

大学院棟 ＬＧＨ－Ｎ１５ＣＳ １２ １～３階各教室

ＬＧＨ－Ｎ３５ＣＳ ４ １～３階各教室

ＬＧＨ－Ｎ５０ＣＳ ４ １～３階各教室

オ 空調機器（全熱交換機）点検内容

(ｱ) 異音・振動の確認

(ｲ) フィルターの汚れ清掃点検

(ｳ) エレメントの汚れ点検

(ｴ) ドレンパンの汚れ点検

カ 空調機器（全熱交換機）点検実施要領および特記事項

(ｱ) 作業・点検内容欄の作業を実施すること。

(ｲ) 高所のため、ローリングタワー等が必要。

(ｳ) 点検月は別途協議する。

キ 換気扇および排風機の維持点検

排風機 ６台 年１回

天井換気扇 ４台 年１回


